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論文内容の要旨 

地上ディジタル放送のSFN(single frequency network)環境下においては、 

OFDM(orthogonal frequency division multiplexing)変調器の処理時間差等により、1ms 

以上の到来時間差が生じる場合があるが、従来の基準信号（SP：scattered pilot）を用い 

た方法ではFFTのための切り取り時間(1.008ms)による制限から、測定可能時間は±168μs 

以内であった。 

このため、SPを用いず切り取り時間を長くしてFFTした後、電力スペクトルに変換し、IFFT 

することにより遅延プロファイルを得る方法に着目したが、ガードインターバルを無視す

ることによる雑音の重畳、非線形動作による不要インパルスの発生などの課題が生じた。

そこで、FFT長をより長くする、不要インパルスをアルゴリズムで除去するなどの工夫を行

い、1ms以上の遅延時間を持ち、かつ低レベルの電波測定を可能とした。 

本装置は実用化され、送信ネットワークの運用・保守性の向上に寄与している。また、

±168μs以上の遅延波が到来した場合は、SPを利用している現在の受信機では等化が不可

能となり受信不能となる場合が生じる。そこで、遅延時間が長く、希望波レベルに近い遅

延波到来時でも受信が可能となる方式について検討し、動作シミュレーションにより遅延

時間が１msで希望波レベル/遅延波レベルが3dBの遅延波に対しても等化可能であることを

示した。 

本方式においては、電力スペクトル法により遅延時間の絶対値と希望波レベル/遅延波レ

ベルを得るとともに、SPを用いて遅延時間の進みと遅れ、希望波のキャリヤ中心周波数と

遅延波の位相差を検出することにより伝達関数を生成し、受信波をこの伝達関数で除する

ことにより、等化を行っている。 

なお、申請者は以上の他にも、非常に短い場合に直接波の妨害によって生じる測定誤差

の低減法などについてもジャーナル論文として公表している。 

 
 
 



  

論文審査の結果の要旨 
 

 平成２５年２月１日 午後２時４０分から４時１０分まで博士学位論文発表会（公聴会）

を開催した。申請者が論文内容について約１時間説明を行い、その後約３０分、論文内容

について質疑応答を行った。 

 この博士学位論文発表後の質疑応答および審査委員会による基礎知識に関する試問を行

った結果、各質問に対して申請者から的確かつ明確な回答がなされた。 

また、英語で記述した論文を公表するとともに、国際会議においても多くの発表実績が

あり、高い水準の外国語能力を有していると判断できる。 

以上、論文発表（ジャーナル論文５件、国際会議３件）および試問の結果を総合判断し、

申請者は博士（情報工学）の学位を取得するに値する充分な専門知識と資格を有している

と認め、審査委員会は試験（試問）の結果を合格と判断した。 

 


